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要約 

 ワクチン未接種の 34 鶏群の疫学調査により、宿主株によって生産上の損失の大きさと死亡率増加に

影響があることが判った。C 株では、生産性と死亡率がもっとも大きく変化したが、A 株と B 株では発症

に対する抵抗力が強く見られた。さらに6鶏群で、初年鶏時にワクチン接種を行なった。これらの鶏群は

ワクチン未接種の34鶏群に比較して、生産性の低下の幅が有意に小さくなり、死亡率はほとんど変化し

なかった。ワクチン接種によって、感染農場内でのワクチンに拡散も遅くなったようであった。 

 この H6N2 感染で見られた臨床徴候の主なものは、産卵数の低下と死亡鶏の増加であった。呼吸音

の増加と摂食量の低下が、一貫せずに見られた。我々が生産者に尋ねたところ、このウイルスに伴う症

状についての過去の報告が今回も確認された。 

  

(本稿の完全版は、『Avian Pathology』掲載のための審査に提出する予定である。) 

 


